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通常工場は、エネルギー、
水、原材料を投入して製品
をつくり、産業廃棄物を排
出しますが、当社のバイオ
マスプラントは、廃棄製品・
汚泥をバイオガス化するこ
とにより、廃棄物を減容し
て尚、使用エネルギーを減
容する為の試みです。
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バイオガスプラント全景。
投入口は地面すぐにあり、
原水槽、発酵タンクは地下
にあります。

ガスホルダ
50m3
ダブルメンブレン

脱硫装置

投入口メタン発酵槽

発酵残さ処理装置
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工場の排水設備は、好気性（酸
素を好む）の標準活性汚泥法を
使っていますが、ガスプラントで
はメタンガス化するために嫌気性
（酸素を嫌う）発酵を採用してい
ます。これは、廃棄物がメタン
ガス（CH4)に変わるまでの分解
経路です。

有 機 物
炭水化物、タンパク質、脂質

酢  酸 H2、CO2

CH4、CO2

単純な有機物
単糖類、アミノ酸、高級脂肪酸、グリセリン

長鎖脂肪酸
プロピオン酸、酪酸など

加水分解菌

酸生成細菌

水素生成性酢酸生成細菌

メタン生成細菌

廃棄物の減容化
エネルギーとして利用

メタン菌の種類

・中温菌（中温発酵）37℃程度

・高温菌（高温菌）55℃程度
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◎嫌気性処理法（メタン発酵）



プラントを工場と排水設備の真ん中に配置しています。
工場から乳製品を投入、または排水設備から排出する脱水汚泥を投入します。

エネルギー
変換システム

余剰熱量 4,690MJ/日

乳製品
廃棄物
2.2wet-t /日

必要熱量
1,830MJ/日

エネルギー利用システム

工　場

堆肥化

最終処理水

工場排水 960wet-t /日
脱水汚泥 3.2wet-t /日

希釈水 3.7wet-t /日

脱離液 7.1wet-t /日

脱水残さ
1.4wet-t /日

固液分離設備前処理設備
地下設置式メタン発酵槽

バイオガス
300Nm3/日

脱硫装置 ガスホルダ 蒸気ボイラ

既設排水処理設備

バイオガスプラント

バイオガスの流れ

メタンガスボイラが
熱エネルギー（蒸気）
を還元する流れ
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◎実証試験の概略フロー



ガスプラントの省エネルギー性、環境性を図で説明します。

地下設置式
バイオガスプラント

バイオガス発生量
300Nm3/ 日

必要電力量
77kwh/ 日

5.4wet-t/日

3.7t/日
排水処理設備
処理水を利用

余剰熱量
4,690MJ/日

消化液
7. 1wet-t/日

残さ
1.4 wet-t/日

発生熱量
6,519 MJ/ 日
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エネルギー性 環境性

バイオガス発生量 109,500Nm3/年

発生熱量 2,380,000 MJ/年

余剰電力 -28,100kwh/年、余剰熱量 1,710,000MJ/年

原油換算で 38,200L/年に相当

原油換算で 38,200L/年の余剰エネルギーが
バイオガスプラントより取り出せる。

ＣＯ２ 89ｔ/ 年の削減
（原油で計算）
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◆運転コストと削減費

運転コストと削減費の例

＊イニシャルコストは1/3補助を適用
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